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 検出せず 64.1% 75.8% 79.3% 88.5% 92.6% 89.8% 86.7% 95.9% 90.9% 93.5% 86.1% 90.1%
 50Bq/kg以下 11.6% 17.4% 12.7% 8.9% 7.0% 9.7% 12.4% 2.7% 8.6% 6.4% 13.0% 9.0%
 50～100Bq/kg 6.3% 3.8% 4.2% 1.2% 0.3% 0.5% 0.8% 1.0% 0.5% 0.0% 0.9% 0.9%
 100～500Bq/kg 9.9% 2.6% 3.2% 0.7% 0.0% 0.0% 0.1% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
 500Bq/kg超過 8.1% 0.4% 0.5% 0.7% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

◇ 23年度は、事故直後に放射性物質が生育中の野菜及び樹体に降下・付着した影響から100ベクレル/kg超過がみられた。 
◇ 24年度以降は、100ベクレル/kg超過はごくわずかで、25年度は全て基準値以下である。 
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 検出せず 31.9% 46.8% 61.0% 54.5% 31.0% 47.0% 34.3% 62.7% 41.5% 68.3% 56.3% 74.2%
 50Bq/kg以下 11.9% 27.3% 20.9% 39.4% 43.5% 48.8% 62.9% 36.1% 40.5% 28.7% 42.1% 25.8%
 50～100Bq/kg 8.4% 8.1% 9.1% 6.1% 9.3% 1.2% 1.8% 1.2% 7.5% 2.2% 1.1% 0.0%
 100～500Bq/kg 25.6% 11.1% 5.9% 0.0% 12.3% 0.6% 0.9% 0.0% 7.0% 0.9% 0.2% 0.0%
 500Bq/kg超過 22.3% 6.6% 3.1% 0.0% 4.0% 2.4% 0.0% 0.0% 3.4% 0.0% 0.2% 0.0%

◇ 野生の山菜・きのこについては、季節により採取量の変動が大きく、四半期毎のデータから推移を読み取ることが 
   難しいが、25年度においては、100ベクレル/kgを超過しているものが全体の5.5％であった。 
◇ 栽培されているきのこについては、23年度第4四半期以降は全て100ベクレル/kg以下である。 

ふくしま 食の安全・安心 

福島県では、「ふくしま食の安全・安心対策プログラム」により、食の安全・安心に関する様々な取り組みを実施しています。
特に、食品中の放射性物質対策については、生産から消費に至る各段階で徹底した放射性物質検査を実施しています。 

平成２３年３月から平成２６年３月末までの 
主な県産農林水産物と加工食品の放射性物質検査結果について 

福島県で実施した「農林水産物等緊急時モニタリング事業」及び「加工食品等の放射性物質検査」における、 

平成２３年３月から平成２６年３月末までの四半期毎の放射性セシウム検査結果の推移は下記のとおりです。 
 

※【食品中の放射性セシウムの基準値】  （H２４.４.１～） 〔単位：ベクレル/kg〕 

 一般食品＝１００   乳児用食品＝５０   牛乳＝５０   飲料水＝１０ 

なお、直近（平成２５年度分）の結果は次の通りです。 

 「野菜・果実」                 ～全て基準値以下        （※９０％以上が「検出せず」        ） 

 「山菜・きのこ」                ～９４％以上が基準値以下    （※９０％以上が５０ベクレル/ｋｇ以下    ） 

 「畜産物（原乳・肉類・鶏卵）」       ～全て基準値以下        （※９８％以上が「検出せず」        ） 

 「水産物」                   ～９７％以上が基準値以下    （※９２％以上が５０ベクレル/ｋｇ以下   ） 

 「加工食品（試験的加工品を除く）」    ～９９％以上が基準値以下    （※９２％以上が「検出せず」        ） 
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 検出せず 81.4% 86.6% 80.4% 92.9% 96.9% 98.0% 97.8% 98.4% 98.5% 98.0% 98.4% 98.6%
 50Bq/kg以下 13.2% 10.9% 16.8% 6.5% 2.9% 1.9% 2.2% 1.6% 1.5% 1.9% 1.6% 1.4%
 50～100Bq/kg 2.8% 1.6% 2.4% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.1%
 100～500Bq/kg 2.6% 0.9% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
 500Bq/kg超過 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

◇ 原乳は、事故直後に100ベクレル/kgを超過するものがあったが、23年度第2四半期以降は全て「検出せず」である。 
◇ 肉類は、23年度は100ベクレル/kgを超過するものがあったが、24年度下半期以降は全て基準値以下である。 
◇ 鶏卵は、23年4月以降、全て「検出せず」である。 
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 検出せず 14.0% 17.1% 22.0% 30.7% 38.2% 46.4% 45.9% 53.3% 61.3% 73.1% 75.1% 79.2%
 50Bq/kg以下 18.4% 23.0% 22.7% 24.9% 26.6% 30.0% 33.8% 31.6% 27.0% 19.8% 19.8% 16.4%
 50～100Bq/kg 15.9% 22.2% 21.3% 18.4% 13.1% 10.8% 11.0% 7.5% 6.3% 4.9% 3.2% 2.8%
 100～500Bq/kg 35.8% 31.3% 29.5% 20.4% 19.2% 11.1% 8.2% 7.0% 5.1% 2.1% 1.9% 1.6%
 500Bq/kg超過 15.9% 6.3% 4.6% 5.6% 2.9% 1.6% 1.1% 0.6% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0%

◇ 23年度の事故直後は半数が100ベクレル/kgを超過していたが、超過の割合は減少しており、25年度の直近では約98％が 
   100ベクレル/kg以下である。 
◇ 試験操業開始以降、対象の31魚種（26年3月末現在）については、全て100ベクレル/kg以下である。 
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 検出せず 0.0% 0.0% 46.7% 62.1% 91.5% 88.9% 83.7% 89.6% 94.1% 94.0% 90.1% 91.5%
 50Bq/kg以下 0.0% 0.0% 27.3% 20.8% 7.0% 10.2% 14.5% 9.4% 4.8% 5.8% 9.7% 8.5%
 50～100Bq/kg 0.0% 0.0% 9.8% 6.7% 1.1% 0.8% 1.3% 0.8% 0.8% 0.2% 0.2% 0.0%
 100～500Bq/kg 0.0% 0.0% 12.4% 9.2% 0.4% 0.1% 0.4% 0.1% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0%
 500Bq/kg超過 0.0% 0.0% 3.8% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

◇ 23年度は、乾燥野草、乾燥きのこ及び梅干しなどにおいて、100ベクレル/kg超過がみられた。 
◇ 24年度以降は、100ベクレル/kg超過はごくわずかであり、25年度は、100ベクレル/kg超過は全体の0.1％である。 

  直近の状況をみると、野生の山菜・きのこや水産物など、一部に基準

値を超過しているものが見られますが、ほとんどの食品が基準値以下と

なっています。 
 超過したものは出荷制限等の措置が講じられており、流通している福
島県産食品については、安全性が確認されています。 
 今後も、「ふくしま食の安全・安心対策プログラム」により、食の安
全の確保と安心の実現に向けて取り組んでまいります。 

福島県保健福祉部食品生活衛生課 

（ふくしま食の安全・安心推進会議事務局） 

〒960－8670 福島県福島市杉妻町2－16 

電話 024-521-7245  FAX  024-521-7925 

電子メール  shokuseiei@pref.fukushima.lg.jp 

福島県のホームページ   http://www.pref.fukushima.lg.jp/ 

食品安全のホームページ 
http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045e/shoku-top.html 


